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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
網膜下新生血管は脈絡膜血管由来でブルッフ膜を越えて網膜下に生じた新生血管のことを言い,主とし
て黄斑部に認められることが多く,これに伴う出血,浸出により高度の視力障害が生じる｡実験動物を用
いた網膜下新生血管モデルは,その病態や治療を考える上で重要であり,特に治療効果をみる場合,蛍光
眼底造影で蛍光漏出として検出できるような臨床的意義のあるモデルが望ましい｡本研究では,網膜下新
生血管に重要な役割を果たしていると考えられている塩基性線維芽細胞増殖因子を網膜下で徐放させ,ブ
ルッフ膜を直接傷害させることなく脈絡膜から新生血管を生じさせることを目的としている｡塩基性線維
芽細胞増殖因子を等電点の低いゼラチンマイクロスフェアとイオン結合させた｡このマイクロスフェアを
家兎眼の網膜下に授与することにより,高率に蛍光眼底造影で蛍光漏出として確認できる網膜下新生血管
を生じさせることができた｡
以上の研究は,網膜下新生血管の病態の解明に貢献し,新しい治療法の開発に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月4日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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